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平成18年3月１日現在の人口●男1,717人●女1,749人●計3,466人（前月比－10）●転入4●転出13●出生1●死亡2●世帯数1,093（前月比－3）

平成18年３月10日

月号

会
津
耶
麻
町
村
会
・

会
津
耶
麻
町
村
議
会
議
長
会

合
同
事
務
所
開
所
式
典

市
町
村
合
併
が
急
速
に
進
む
中
、
独
自
の
道
を
歩

む
４
町
村
（
磐
梯
町
・
猪
苗
代
町
・
西
会
津
町
・
北

塩
原
村
）
が
会
津
耶
麻
町
村
会
・
会
津
耶
麻
町
村
議

会
議
長
会
を
設
立
し
、
２
月
28
日
磐
梯
町
役
場
に
お

い
て
同
町
村
会
の
合
同
事
務
所
開
所
式
典
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

県
町
村
会
長
を
始
め
23
人
の
関
係
者
が
出
席
す
る

中
、
五
十
嵐
源
会
津
耶
麻
町
村
会
長
市
町
長
（
磐
梯

町
長
）
が
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
組
織
を

立
ち
上
げ
、
共
存
、
共
産
の
道
を
歩
ん
で
い
き
た
い

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

同
町
村
会
は
、
地
方
分
権
の
確
立
と
町
村
行
財
政

基
盤
の
強
化
を
は
か
り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
魅
力
あ

る
町
村
の
実
現
を
目
的
に
設
立
。
今
後
の
町
村
が
持

つ
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、
地
域
再
生
・
地
域
活
性

化
を
目
指
し
ま
す
。



広報きたしおばら ②

裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
レ
ッ
ジ

特
別
講
義
開
催

『
森
が
癒
し
て
く
れ
る
〜
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
森
林
療
法
』

『
裏
磐
梯
独
自
の
ガ
イ
ド
像
の
形
成
』

裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
レ
ッ

ジ
特
別
講
義
は
２
月
１
日
・
23
日
、

北
塩
原
村
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
特
別
講
義
は
、『
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
地
域
で
あ
る
裏

磐
梯
の
理
想
の
ガ
イ
ド
と
は
、
ど
う

あ
る
べ
き
か
』
と
い
う
点
に
着
目
し

て
実
施
。
ガ
イ
ド
と
法
律
に
つ
い
て
、

弁
護
士
・
三
浦
雅
生
氏
の
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
講
演
と
、
裏
磐
梯
で
活

躍
す
る
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
義
を
通
し
、
参
加
者
自
身

か
ら
は
、「
地
域
を
ま
と
め
る
ガ
イ

ド
協
会
が
あ
れ
ば
！
」「
ガ
イ
ド
同

士
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
欲
し

い
。」
と
の
声
が
あ
り
、
裏
磐
梯
の

ガ
イ
ド
像
を
見
直
す
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
活
躍

ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た

ち
が
通
う
民
間
の
学
校
「
ア
メ
ラ
ジ
ア
ン
ス
ク
ー
ル
・
イ

ン
・
オ
キ
ナ
ワ
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）」
の
生
徒
た
ち
５
人

と
引
率
者
ら
関
係
者
４
人
が
２
月
９
日
、
修
学
旅
行
で
本

村
を
訪
れ
、
11
日
ま
で
の
３
日
間
、
雪
国
な
ら
で
は
の
体

験
を
満
喫
し
ま
し
た
。

同
ス
ク
ー
ル
は
以
前
よ
り
杉
並
区
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
お
り
、
本
村
と
杉
並
区
と

の
交
流
が
縁
で
今
回
の
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

▲インストラクターの方に丁寧に教えていた
だき、滑れるようになりました

（裏磐梯スキー場）

１
月
28
日
・
２
月
18
日
の
２

日
間
、
裏
磐
梯
ス
キ
ー
場
に
お

い
て
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
ス
キ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
る
中
、
小

学
生
・
保
護
者
合
わ
せ
て
延
べ

53
人
が
参
加
し
、
ポ
ー
ル
練
習

を
中
心
に
行
い
、
初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
元
気
い
っ
ぱ
い
滑

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
指

導
者
の
丁
寧
な
教
え
に
素
直
に

耳
を
傾
け
、
み
る
み
る
上
達
し

て
い
く
の
が
は
っ
き
り
と
わ
か

り
ま
し
た
。

イ
ッ
チ
ニ
ッ
、
イ
ッ
チ
ニ
ッ

▲ また来年も参加したいっ 楽しくスキーができました！

に
期
待
で
す
。

さ
ら
に
、
第
二
回
特
別
講
義
で
は
、

『
裏
磐
梯
の
森
は
、
癒
し
や
医
療
の

場
と
し
て
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
の
か
？
』
と
い
う
点
に
着

目
。
研
究
結
果
を
基
に
し
た
森
林
セ

ラ
ピ
ー
の
効
果
に
つ
い
て
、
森
林
総

合
研
究
所
環
境
計
画
室
長
・
香
川
隆

英
氏
よ
り
海
外
の
事
例
な
ど
を
紹
介

し
な
が
ら
、
森
林
療
法
の
可
能
性
に

つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、
終
了
後
の

交
流
会
で
も
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

二
回
に
渡
り
実
施
し
た
特
別
講
義

の
出
席
者
は
、
延
べ
一
〇
〇
人
を
超

え
、
今
後
の
裏
磐
梯
に
多
く
の
方
が

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲熱心に耳を傾ける受講者たち

▲自然が体に与えてくれる効果を
丁寧に指導する香川氏
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子
ど
も
た
ち
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
全
く

見
え
な
い
白
銀
の
世
界
に
歓
声
を
上
げ
て
喜

び
、
桧
原
湖
で
の
穴
釣
り
や
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ

ー
な
ど
を
思
う
存
分
楽
し
み
ま
し
た
。
超
微

粒
の
サ
ラ
サ
ラ
の
雪
に
身
体
を
埋
も
れ
さ
せ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
心
地
よ
い
冷
た
い

感
触
を
肌
で
感
じ
て
い
た
ほ
か
、
裏
磐
梯
の

自
然
と
受
け
入
れ
先
で
の
お
も
て
な
し
に
心

打
た
れ
た
様
子
で
、
目
を
う
る
ま
せ
な
が
ら

「
ま
た
来
て
み
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
口
に
し

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

▲ワカサギを釣るセイヤーみどり理事長
（中央）とアメラジアンスクールの生
徒たち

本
村
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

タ
ウ
ポ
市
の
ツ
ラ
ン
ギ
地
区
と
、
姉

妹
友
好
都
市
と
し
て
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
中
学
生
等
の
派
遣
を
始

め
て
か
ら
10
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
高
橋

伝
村
長
と
鈴
木
定
芳
村
議
会
議
長
が

タ
ウ
ポ
市
・
ツ
ラ
ン
ギ
両
地
区
を
訪

れ
、
こ
れ
ま
で
の
派
遣
の
受
入
れ
に

対
す
る
御
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
中
学
生
派
遣
時
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
協
議
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
派
遣
で
は
、
ツ
ラ
ン

ギ
地
区
だ
け
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
入
れ
家
庭
が
少
な
い
た
め
ロ
ッ
ヂ

に
一
泊
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
宿

泊
が
短
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
村
と

し
て
は
、
中
学
生
を
派
遣
す
る
際
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
基
本
に
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
家
庭
で
の
心
の
交
流

を
中
心
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
中
学
生
派
遣
時
に

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
同
じ
家
庭
で

三
泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
タ
ウ

ポ
市
長
に
お
願
い
し
、
協
議
の
結
果
、

タ
ウ
ポ
市
長
か
ら
、
ツ
ラ
ン
ギ
地
区

だ
け
で
な
く
タ
ウ
ポ
市
全
体
で
三
泊

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
引
き
受
け
る
と

い
う
お
返
事
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
訪
問
に
随
行
し
た

国
際
交
流
担
当
の
二
人
の
職
員
は
、

タ
ウ
ポ
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
国
際

交
流
協
会
の
会
議
に
出
席
し
、
中
学

生
滞
在
中
の
交
流
内
容
に
つ
い
て
協

議
す
る
と
と
も
に
、
タ
ウ
ポ
市
内
に

あ
る
高
等
学
校
２
校
を
訪
問
し
、
各

校
長
先
生
と
中
学
生
派
遣
時
の
協
力

依
頼
や
高
校
で
の
交
流
内
容
に
つ
い

て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
良
い
交
流
と
な
る

よ
う
に
タ
ウ
ポ
市
側
と
協
議
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
　
タ
ウ
ポ
市
と

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
れ
に
つ
い
て
の
協
議

皆さんは、イエローフォールをご存知ですか？
イエローフォールとは、直訳すると 黄色い滝 ですが、水の滝で

はなく、氷の滝なのです。裏磐梯スキー場のリフトを降り、銅沼（あ
かぬま）を横断して櫛ヶ峰を目指しながら斜面を登ると、その北斜面
方向にイエローフォールが見えてきます。
真下から見上げる凍った滝は、圧巻です。黄色く色づいているのは、
水の中に鉄分が溶けているため。これから雪解けが進むと、昼間に溶
けた水が夜間に凍りつき、もっと大きな滝をつくると思われます。
もちろん冬山ですから単独登山は危険です。

裏磐梯には多くの名ガイドさんがいらっしゃ
います。ガイドさんと共にスノーシューを履き、
遠方の親戚や知人を招き、冬の磐梯山を歩いて
みませんか？
きっと、新たな感動が皆さんを迎えてくれる

はずです。
■問い合わせ先
観光政策課　　　 32―２５１１
裏磐梯観光協会　 32―２３４９
http://www.vill.kitashiobara.fukushima.jp/L2_newinfo_tokusyu.html

宝の山『磐梯山』に…　冬だけ現れる氷瀑…

▲雄大にそびえるイエローフォール

（
株
）
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
で
は
、
日

頃
の
感
謝
と
お
礼
を
込
め
て
精
一
杯

の
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
と
、
村
民

を
対
象
と
し
た

ラ
ビ
ス
パ
無
料
御

招
待
！

を
企
画
し
ま
し
た
。
本
企

画
は
４
回
に
渡
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

第
１
回
目
が
行
わ
れ
た
２
月
22
日

は
、
約
１
０
０
人
も
の
村
民
が
訪
れ
、

無
料
開
放
さ
れ
た
温
泉
や
プ
ー
ル
な

ど
の
施
設
を
存
分
に
利
用
し
、
心
ゆ

く
ま
で
満
喫
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

五
十
嵐
愛
さ
ん
（
温
泉
保
養
士
）
に

よ
る
温
泉
効
能
『
体
に
良
い
入
り
方
』

の
お
話
や
、
数
間
美
子
さ
ん
（
健
康

運
動
指
導
士
）
に
よ
る
『
練
功
18
法

（
医
療
体
操
）』
が
行
わ
れ
、
日
常
で

は
味
わ
え
な
い
新
た
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。

全
て
の
メ
ニ
ュ
ー
が
割
引
感
謝
価

格
で
提
供
さ
れ
た
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
健
康
を
配
慮
し
た
施
設
な
ら
で

は
の
食
事
に
カ
ロ
リ
ー
表
示
を
し
、

参
加
者
は

学
び
な
が

ら
空
腹
を

満
た
し
ま

し
た
。

す
ば
ら

し
い
施
設

で
あ
る
ラ

ビ
ス
パ
裏

磐
梯
を
こ

の
機
会
に
再
確
認
し
て
も
ら
い
、
今

後
も
さ
ら
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
従
業
員
一
同
、
心
機
一
転
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

北
塩
原
村
民
還
元
特
別
企
画

▲続々と来場する村民たち

「
練
功
18
法
（
医
療
体
操
）」

を
す
る
参
加
者
た
ち
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し
ょ
っ
か
い

■
募
集
期
間

平
成
18
年
３
月
末
ま
で

■
年
会
費

１，

０
０
０
円
（
お
茶
代
、
他
）

■
研
修
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
他
　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

食
生
活
改
善
推
進
員
会
事
務
局

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

28
―
３
７
３
３

28
―
３
７
３
５

な
ど

平
成
17
年
度
の

主
な
活
動
内
容

未
登
録
の
銃
砲
・
刀
剣
類
を
発
見

し
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に

発
見
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

銃
砲
・
刀
剣
類
の
所
有
者
が
変
わ
っ

た
場
合
や
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
、

貸
付
、
ま
た
は
保
管
を
委
託
す
る
場

合
に
も
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
教
育
課
公
民
館
班

23
・
０
５
３
４

正七位瑞宝単光章に輝いた、故 鈴木冨男氏の叙勲伝達式
が２月２日、故人の仏壇前で行われました。
式では、東北特定郵便局長会副会長の鈴木弘道氏（北塩原
郵便局長）より、故人の妻である鈴木妙子さんに叙勲が伝達
され、集まった親族や郵便局関係者で故人の生前の功績を偲
びました。

故 鈴木冨男氏
叙位・叙勲（正七位瑞宝単光章）

受　章

登
録
、
所
有
者
変
更
、
再

交
付
申
請
等
の
手
続
き
を

怠
る
と
、
不
法
所
持
に
な
り
罰
則
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
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☆材料　
黒すりごま……………大さじ３
溶き卵…………………大さじ２
砂糖 ………………………60ｇ
片栗粉……………………100ｇ

溶き卵に砂糖と黒
すりごまを加えて、
よく混ぜ合わせま
す。

point1

point2

☆ごまは外皮が固く、そ
のままでは豊富な栄養
素をうまく消化吸収で
きません。そこで、食
べる時は‘すりごま’
や‘切りごま’にしま
しょう。

☆ごまにはカルシウムが
豊富に含まれており、
子供の発育や骨粗鬆症
予防に欠かせない食品
のひとつです。

を小さく丸め、
クッキングシート
を敷いた天板に並
べて170度のオー
ブンで10分焼きま
す。

に片栗粉を加え
て均一に混ぜ、室
温で10分くらいや
すませます。

生活習慣を見直そう!② ～食生活編～

今回は食生活の見直しをしてみましょう！

チェック項目が多いほど肥満になりや
すい食生活の傾向があります。

□テレビや本を見ながらよく間食を
する。

□食事が不規則で朝食を抜いたり、
夕食をたくさん食べたりする。

□食べるスピードが速い。
□肉類など脂っこいものが好き。

①食べるものは大皿盛りではなく、小分けにして食べ過ぎを防ぐ。
②食事が済んだらすぐに片付け、歯を磨く。
③お菓子などを目の付くところに置かない。
④歯ごたえのある食べものをえらび、口に入れたら、30回程度か
むようにする。
⑤規則正しい生活をして、朝食をしっかり摂り、夕食は軽めにす
る。
⑥夕食は就寝２時間前にすませるようにする。

国家公務員採用試験
のお知らせ

人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施いた
します。

なお、申込用紙の請求や受験資格等の詳しい内容については、お問い合わせくだ

さい。

■問い合わせ先
人事院東北事務局 第二課 試験係　 0222・21・2022
人事院ホームページ　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

試　験　名

Ⅰ種試験

（大学卒業程度）

Ⅱ種試験

（大学卒業程度）

Ⅲ種試験

（高校卒業程度）

４月３日（月）

～４月１０日（月）

４月１４日（金）

～４月２５日（火）

６月２０日（火）

～６月２７日（火）

４月３０日（日）

６月１８日（日）

９月　３日（日）

受付期間
（最終日消印有効）

第１次試験日 平成18年警察官採用候補者試験（特別募集）の予定

■受付期間 平成18年３月27日（月）～
平成18年４月７日（金）まで

■第一次試験 平成18年５月14日（日）
■試験会場 福島大学（福島市）
■試験区分等 警察官A（男性）35人程度

警察官A（女性） ５人程度
■受験資格 昭和51年４月２日以降生まれた方

で、大学を卒業した方、または平
成18年８月末までに卒業見込みの
方

■申込書配布 平成18年３月18日（金）
■入　手　先 福島県人事委員会事務局

県内各警察署



今年度、村では、各地区で水道施設の改良を実施しまし
た。
北山地区では、水量が豊富で良質な三の森水源と北山配
水池を結ぶ配水管新設工事を実施して、安定的に、さらに
おいしい水を供給することができるようになりました。ま
た、樟地区では上下水道を一体的に整備しています。
大塩地区では、大久保の配水池の拡張や新田地区の水道
管の一部改良を行うなど、生活環境の向上に努めていま
す。
これらの施設整備は、国補助金と、皆様の使用料でまか
なわれています。上下水道料金は忘れずに納付をお願いし
ます。
■問い合わせ先 産業政策課　 23―３２６１
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安全で安心な水道のために
～水道施設の改良工事～

国
民
年
金
は
、
将
来
の
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済
社
会

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
や

が
て
必
ず
訪
れ
る
長
い
老
後
の
収
入

確
保
を
約
束
で
き
る
唯
一
の
も
の
で

す
。
こ
の
年
金
を
支
え
て
い
る
の
が
、

保
険
料
で
す
。

年
金
の
保
険
料
は
、
口
座
振
替
の

方
を
除
き
、
自
分
で
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
納
め
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
権
確
保
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
強
制
徴
収
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
あ
い

の
制
度
で
す
。
あ
な
た
の
納
め
る
保

険
料
が
、
高
齢
者
世
代
を
支
え
て
い

ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

会
津
若
松
社
会
保
険
事
務
所

０
２
４
２
―
27
―
６
９
５
１

住
民
ふ
れ
あ
い
課

23
―
３
１
１
３

毎
年
４
月
は
保
険
料
が
割
引
と
な

る
１
年
分
の
前
納
、
学
生
は
納
付
特

例
の
受
付
開
始
の
時
期
に
な
り
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
や
申
請
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険

事
務
所
や
、
市
町
村
役
場
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

≪応募内容≫
①福島県内の旅行プラン
②設定（テーマ・訪問先等）は自由
③お勧めしたい方を明確にする
④日帰り～１週間を目安とする

≪募集期間≫
２月９日～４月28日【必着】

≪選考・公表等≫
優秀プラン50点を選定。ベスト10に入選された方には、
県内宿泊券（２万円相当）が贈呈されます。入選作は県
政広報等で公表し、カタログを作成して優秀プラン50選
を紹介し、旅行商品化を図ります。

≪応募先≫
〒９６０―８６７０
福島市杉妻町２―１６
福島県観光グループ内「ふくしまの旅50選」募集係
０２４・５２１・７２８６ ０２４・５２１・７８８８

※応募様式のダウンロード
http://www.pref.fukushima.jp/kanko/tabi/tabi50.html
≪留意事項≫
①応募用紙、添付された写真及び資料は返却いたしませ
ん。
②プランについて報道機関等から問い合わせがあった場
合、応募者の連絡先をお知らせする場合があります。

③著作権は主催者に属します。

あなたがお勧めする
『ほんものの旅』
を広く募集します！

現在、磐梯自動車道新鶴PAにおいて、実際に車両を通行され
るスマートIC（ETC専用IC）社会実験を実施しています。今後、
恒久的な設置に向けて、利用者の増加を目指し取り組んでいま
す。下記により通行が可能ですので、高速道路をご利用の際は、
ぜひご活用ください。
■実 験 期 間 ３月31日（金）まで

※４月1日以降も継続して利用できるよう取り
組んでいます。

■利 用 時 間 午前６時～午後１０時
■対 象 車 両 ETCカードと車載器を搭載した車

（けん引車除く）
■問い合わせ先　新鶴PAスマートIC社会実験協議会事務局

（会津美里町建設課） 0242―56―3895

新鶴PAスマートIC社会実験に
ご協力を！
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住民ふれあい課　佐藤　　博

早
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塩
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塩
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塩
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江
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海
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子

千
葉
達
子

中
川
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野
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子

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

３
月
24
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
　24

・
４
９
１
１

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

上
下
水
道
使
用
料

２
月
分

国
民
年
金

３
月
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

石
井
　
彩
心

あ
や
み

秀
典

北
山
二
区

（
女
・

）

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
性
別
・
保
護
者
名
・

地
区
名

平
成
18
年
２
月
１
日
〜

２
月
28
日
ま
で
届
出
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小
椋
　
幸
子
（
幸
雄
・
母
）
早
稲
沢

五
十
嵐
熊
治
（
眞
壁
章
榮
・
妻
の
父
）

大
塩
上
区

休日当番医

あきもと整形外科クリニック… 2 1 - 1 5 1 5

渡邉小児科医院…… 2 2 - 3 1 3 3

猪俣医院…………… 2 2 - 0 2 4 6

いとう眼科………… 2 2 - 5 9 0 0

きたかた診療所…… 2 3 - 3 6 1 1

入澤病院…………… 2 2 - 0 2 6 7

第二次救急当番医

小野病院…………… 2 2 - 0 4 1 4
鳴瀬病院…………… 2 4 - 3 3 3 3
有隣病院…………… 2 4 - 5 0 2 1
佐原病院…………… 2 2 - 5 3 2 1
県立喜多方病院…… 2 2 - 2 1 8 1
小野病院…………… 2 2 - 0 4 1 4

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

【
こ
ど
も
ラ
ン
ド
】

★
日
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月
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日
（
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時
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ー
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お
や
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介
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ど
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食
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善
推
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員
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修
会
】

★
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３
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（
火
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時
〜

場
　
所：

村
保
健
セ
ン
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内
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〈
午
前
〉
メ
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ュ
ー

「
お
や
つ
お
好
み
焼
き
」

〈
午
後
〉
Ｈ
18
年
度
総

会
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

ぎ
ょ
う
ざ
作
り
講
習
会
等

【
お
料
理
教
室
】

★
日
　
時：

３
月
29
日
（
水
）

10
時
〜
13
時

場
　
所：

村
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容：

春
の
和
菓
子

講
　
師：

会
津
豊
玉
（
猪
苗
代
町
）

店
主
　
阿
部
　
大
三
氏

VENEN

VV

VE

N

大
久
保
　
鈴
木
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下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

平成18年４月１日から入浴料・営
業時間が下記のとおり変更になります。
１．入浴料
【村　民】大人300円　小人150円
【村民以外】大人500円　小人250円

２．営業時間
午前10時30分～午後８時
定休日／毎週火曜日

（祝日の場合は、その翌日とします）

桧原ふれあい温泉の入浴料・
営業時間が変わります
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北塩原村役場
企画政策課
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■問い合わせ先　南東北裏磐梯診療所 32－２００９

“ワカサギ”とともに生きる
小椋　恒男さん（早稲沢）

氷に張り巡らされた桧原湖に、直径約20㎝の穴から釣り糸を垂らし、ワカサギと一瞬一秒の格闘をしてい
るのが、今回ご紹介する小椋恒男さんです。
恒男さんがワカサギ釣りを始めて早30余年。世間一般の釣り人たちが、昔ながらの脈釣りや電動の釣竿を
使うのが主流となった今、恒男さんは『浮き』を使ったワカサギ釣りを楽しみます。「ワカサギが釣り糸に
僅かに知らせてくれる信号を、浮きは見逃さずに教えてくれる。それに、浮き独特の誘いで、釣れないと時
間帯でもワカサギを連れてきてくれるんだよ！」と浮き釣りの楽しさを実演しながら
話す恒男さん。浮きがあるから飽きることなく、一日中楽しめるそうです。
30年以上桧原湖と向き合ってきた恒男さんは、昔から現在にかけて変化したことを
教えてくれました。ワカサギ釣りが一番流行りだした10年前、桧原湖ではゴミが散乱
し、氷が溶ける春先には、岸辺にゴミが浮かんでいたそうです。湖沿いの道路も、無
造作に駐車された数えきれない車があったそうです。“湖
をきれいにして後世に残そう！自然との共生を目指そう！”
と地元住民と漁協が協力して立ち上がりました。釣り人た
ち一人ひとりに声をかけ、ゴミを見つけたら拾う。これら
を行うことによって、今ではゴミがほとんど無くなったそ
うです。「私たちはここで生きなければならない。だから
環境にたいして高い意識を持てたんだと思うね。」
今年も水質環境全国第１位に選ばれた猪苗代湖の上流に
位置する桧原湖。「ワカサギ釣りができるからここに住ん
でるようなものだよ。一生続けていきたいね！いい運動に
もなるし。」と冗談を交えながら話す恒男さん。桧原湖を
愛する気持ちがストレートに伝わりました。

第60回

▲自作のテント、自作の釣り竿で
ワカサギと闘う恒男さん

４月１日より脳神経外科を中心としる裏磐梯診療所へ送迎します！

対　　象：北山・大塩地区の方

日　　時：平成18年４月１日以降の毎週月・水・金

申込方法：希望日の前日午後５時までに申込みください。

申込み・問い合わせ先：住民ふれあい課 22－3113

毎週水曜日 第１，３金曜日 第１，３火曜日
第２土曜日

第２，４火・金曜日
第１，３木曜日 第２，４木曜日 毎週月曜日

第１、４土曜日
神経内科

大原　宏夫　医師

脳神経外科

伊橋　健治　医師
総合診療科
心臓外科

仲野　雅幸　医師

脳神経外科

太田　淳　医師
小児科

心臓血管外科

笹沼　仁一　医師

脳神経外科

第３土曜日
外科

スギ、ヒノキ

※予防法、対症療法は
　当院で行っています。
　詳しくは、お問い合
　わせください。

注意
外出時マスク、ゴーグ
ル（眼鏡）を付ける。
外に干した衣類や布団
の花粉を落としてから
部屋に入れる。

治療
予  防  法：飛散が始まる２週間前からアレ
　　　　　ルギー反応を抑える薬を服用す
　　　　　る。花粉症が出にくくなります。
対症療法：症状が出てから、その時の状態
　　　　　により薬を服用する。状態によ
　　　　　って薬が変わります。
根治療法：薄めた花粉エキスを数回に分け
　　　　　て注射して、身体に免疫を付け
　　　　　させる方法で花粉に反応しにく
　　　　　くする。


